2003年度ブロック共同宣教司牧短期計画についての評価
（項目別評価指標としては◎・○・△・×で示しました）

1) 将来を担う子ども・青少年への対応

1 司教訪問の対応……評価　○

信仰教育のあり方については、各小教区ともに大きな課題であり、ブロック教師会で現状や問題について意見交流がなされているが、今回の分かち合いの場を提供された事で、より深く重要な課題と再認識できた。ブロック教師会では、この機会を無駄にせず活動しているが、全ての保護者への働きかけがうまくいっているとは言えない。

2 他教会の日曜学校への参加……評価　○

ブロック教師会の研修会開催時に子ども達も交流。同じ神さまの子ども、兄弟という体験をする。一年を通じて、各小教区の計画で他教会への日曜学校参加という事であったが、それぞれのスケジュール等の問題がありなかなか実行できなかった。

3 サマーキャンプの実施……評価　○

ブロックとしての実施はできなかった。各小教区での計画に互いに参加できるよう、「お知らせ」等をつくり呼びかけたが実行には至らなかった。各々の報告をし相互の良い所を今後の参考にした。

2) 滞日外国人とのかかわり

1 国際デーへの協力…評価　○

計画としては成功に終わったと思うが、ブロックとしてともに関わったというのではなく、国別・小教区別が主体となってしまった。ブロックとして、これから何ができるか（例えば、日曜学校への参加、侍者、聖体奉仕者等の役割など）を考えるきっかけとなった。

2 国際交流行事への積極的参加……評価　×
各小教区で行われる行事（アパレシーダミサ・ミラグロスミサ等）に積極的に参加するという事であったが、情報を流すだけに終わり、取り組みが不充分だった。

3) 宣教への取り組みの弱さ

1 平和旬間行事（映画と写真展）……評価　◎

『夢と恐怖のはざまで』パレスチナ難民キャンプの少女のドキュメンタリー地理的な関係上、近隣の小教区が協力し、名張・上野（３０名）津・久居（９０名）と信徒全員が参加しやすい状態に配慮した。会場は名張と津の２か所。分かち合いもでき良かった。　　　　　　　　　　信徒対象であったが、今後教会の外へ向けての働きかけも考えていきたい。

2 アルファコースへの参加……評価　△

参加は少なかったが充実していた。小教区での取り組みは、“お知らせ”に終わり自由参加だったので弱かった。毎回参加が条件だったので、参加しにくい状況もあった。

4) 信仰を深めるための生涯努力

1 伊藤神父の話を聞く会……評価　○

女性部が中心になり計画。ブロックの全信徒に呼びかける。多くの参加があり、講話・分かち合いも充実し、さまざまな機会を通して信仰を深めたいという意識がうかがわれた。その後個々がどのように日々の生活において努力しているかは把握しにいくい。

　　　

5) 支え合う共同体づくり

1 地区集会の実施………評価　△

小教区によって実施の状況のばらつきが大きい。ある小教区では全ての地区で実施されていないが、以前より増え意識の高まりを感じる。

6) 全体として

1 ブロックイベントカレンダーの作成……評価　△

情報の共有化を目指すためにカレンダーの作成を行ったが、有効に利用できなかった。　　　　　　　　　　ブロック教師会は独自で、活動についての情報交換のため「だより」を作成した。
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